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進級・卒業要件及び設定科目

要件 科目名 配当年次 要件 科目名 配当年次

経営学部 経営学科 日経テスト３００点 新聞で学ぶ経済Ⅱ ２前 日商簿記検定２級 簿記演習Ⅰ 3前

ファイナンシャル・プラン
ニング技能検定２級

ファイナンシャルプラ
ンニング演習

３後

販売士検定２級 販売・経営管理演習 ３後

日経テスト４３０点 新聞で学ぶ経済Ⅲ ３前

（ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞｺｰｽ） 日経テスト３００点 新聞で学ぶ経済Ⅱ ２前 税理士試験１科目

日商簿記検定２級 簿記演習Ⅰ １前 日商簿記検定1級

全経簿記能力検定上級

国際経営学科 日経テスト３００点 新聞で学ぶ経済Ⅱ ２前 TOEIC７３０点 英語実践演習 １前～２後

TOEIC600点 英語実践演習 １前～２後

公共政策学科 日経テスト３００点 新聞で学ぶ経済Ⅱ ２前
日経テスト４３０点
（ニュース時事能力検定２級）

新聞で学ぶ経済Ⅲ ３①

実践経済学科 日経テスト３００点 新聞で学ぶ経済Ⅱ ２前 日経テスト４３０点 新聞で学ぶ経済Ⅲ ３①

国際社会学科 英語選択：TOEIC６００点 英語実践演習　 １前～３後 英語選択：TOEIC７３０点 英語実践演習 １前～３後

中国語選択：中国語検定３級 中国語 １前～３後 中国語選択：中国語検定２級 中国語 １前～３後

情報システム学科 ITパスポート 情報技術演習 １前・後 基本情報技術者試験 情報システム演習 1・２前・後

情報セキュリティ学科 ITパスポート 情報技術演習 １前・後
情報セキュリティマネジメ
ント試験

情報セキュリティ演習 1・２前・後

地域創造学部

国際社会学部

情報システム学部

進級要件 卒業要件

簿記演習Ⅱ １後

学科名学部名
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卒業要件の早期取得に関する目標（学科別資格等取得状況）

※平成29年度以前は対象学科の対象学年の学生が不在のため、情報はありません。

経営学科 対象学生数 取得率
日経
TEST430点
以上

日商簿記
検定2級

販売士検
定2級

FP技能検
定2級

H30年度 138名 63.8% 39名 9名 37名 3名

H31年度 148名 76.4% 81名 11名 18名 3名

国際経営学科 対象学生数 取得率
TOEIC730点
以上

H30年度 51名 82.4% 42名

H31年度 66名 74.2% 49名

公共政策学科 対象学生数 取得率
日経
TEST430点
以上

ニュース
時事能力
検定2級

H30年度 119名 73.9% 35名 53名

H31年度 119名 80.7% 26名 70名

実践経済学科 対象学生数 取得率
日経
TEST430点
以上

H30年度 132名 60.6% 80名

H31年度 137名 69.3% 95名

国際社会学科 対象学生数 取得率
TOEIC730点
以上

中国語検
定2級

H30年度
(英語選択者50名
 中国語選択者3名)

53名 69.8% 34名 3名

H31年度
(英語選択者59名
 中国語選択者5名)

64名 78.1% 45名 5名

情報システム学科 対象学生数 取得率
基本情報技術
者試験

H30年度 41名 43.9% 18名

H31年度 46名 41.3% 19名

情報セキュリティ学科 対象学生数 取得率
情報セキュリ
ティマネジメ
ント試験

H30年度 37名 83.8% 31名

H31年度 40名 82.5% 33名

※3年次に卒業要件を９割以上の学生に取得させるという達成水準のため、
表中の数字は3年次生の達成状況です。

※複数の資格が要件となっている学科において、複数の資格を取得した場合でも
いずれか１つに計上しています。（重複はありません）
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資格取得等に係る高い目標の達成状況（第３期中期計画期間）

〇経営学科

地元企業の発展につながる
提案型の卒業論文の提出

対象者数
(4年次生)

該当者数

H31年度 138名 5名

※H29,30年度については対象学生が不在のためデータなし

資格等取得状況 対象者数 取得率
日経TEST500
点以上

日商簿記検
定1級

全経簿記能
力検定上級

販売士検定
1級

H29年度 141名 2.8% 4名 0名 0名 0名

H30年度 138名 5.8% 8名 0名 0名 0名

H31年度 138名 8.0% 11名 0名 0名 0名

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

〇国際経営学科
国際経営に関する英語でのディ
スカッションやディベートに参
加できるレベルまで到達させる
（4年次生）

達成率
（総合判断）

H31年度 9割

※H29,30年度については対象学生が不在のためデータなし

資格取得状況 対象者数 取得率
TOEIC860点
以上

H29年度 59名 5.1% 3名

H30年度 51名 5.9% 3名

H31年度 51名 5.9% 3名

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

〇公共政策学科

公的職場への進路を望む学
生の公的職場への就職

対象者数
（4年次生の
うち公的職場
への就職を望
む学生）

達成率
公的職場への就
職者数

H31年度 67名 50.7% 34名

※H29,30年度については対象学生が不在のためデータなし

資格等取得状況 対象者数 取得率
日経TEST500
点以上

ニュース時事
能力検定1級

H29年度 127名 3.1% 4名 0名

H30年度 119名 5.9% 7名 0名

H31年度 119名 6.7% 8名 0名

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

備考

・「ビジネスコミュニケーション実践」において　成績平均75点
・「海外ビジネス研修」において報告書を英語で作成　全員
・「海外ビジネス研修」において英語での報告発表を実施　8割

（2割においては、受入先からの要望により日本語で発表を実施）
・アメリカ領事館首席領事による講演会において、英語で質疑応答

（領事からも質・内容ともに高い評価を得た）　全員参加
・ベトナム領事館領事による英語での講演会及び質疑応答　全員参加
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〇実践経済学科

受入先企業に対する課題提案等
を通じて高い評価を受ける

対象者数
（3年次生の
うち「企業イ
ンターンシッ
プ」参加者）

達成率
高い評価を受け
た学生数

H30年度 130名 31.5% 41名

H31年度 136名 40.4% 55名

※H29年度については対象学生が不在のためデータなし

資格等取得状況 対象者数 取得率
日経TEST500
点以上

H29年度 133名 3.0% 4名

H30年度 132名 15.2% 20名

H31年度 132名 26.5% 35名

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

〇国際社会学科

資格取得状況 対象者数 取得率
TOEIC860点
以上

中国語検
定準1級

H29年度
(英語選択者58名
 中国語選択者3名)

61名 1.6% 1名 0名

H30年度
(英語選択者50名
 中国語選択者3名)

53名 1.9% 1名 0名

H31年度
(英語選択者50名
 中国語選択者3名)

53名 5.7% 2名 1名

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

〇情報システム学科

資格取得・学会等発表状況 対象者数 達成者実績
情報処理技術者
試験レベル3以
上

CGクリエ
イター検定
ベーシック

CGエンジ
ニア検定
ベーシック

映像コンテ
スト入賞

課題解決系ビジ
ネスコンテスト
やアプリコンテ
スト入賞

学会・研究
会・シンポジ
ウムへの投
稿・発表

H29年度 42名 2名 0名 0名 0名 1名 0名 1名

H30年度 41名 7名 1名 1名 1名 8名 2名 3名

H31年度 41名 8名 1名 1名 1名 7名 2名 4名

※達成者実績について、重複を除く。また、チームの場合は１チーム＝1名とカウント。

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値

〇情報セキュリティ学科

資格取得・学会等発表状況 対象者数 達成者実績
国際的なセキュ
リティ資格

国際的な
ネットワー
クベンダ資
格

情報処理技
術者試験レ
ベル3以上

セキュリティ
キャンプ、
CTF地方大会
への参加

ACM-ICPC　国
際大学対抗プログ
ラミングコンテス
ト上位50％以内
の成績

学会・研究
会・シンポジ
ウムへの投
稿・発表

H29年度 42名 0名 0名 0名 0名 0名 0名 0名

H30年度 37名 4名 0名 0名 0名 0名 0名 4名

H31年度 37名 13名 0名 0名 1名 0名 0名 12名

※達成者実績について、重複を除く。また、チームの場合は１チーム＝1名とカウント。

※H29年度は2年次生、H30年度は3年次生、H31年度は4年次生の数値
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〇看護学科

看護師国家試験合格状況 対象者数 達成率 合格者数
国公立大学
平均合格率

H29年度 60名 98.3% 59名 99.4%

H30年度 57名 100.0% 57名 98.6%

H31年度 66名 97.0% 64名 98.3%

〇栄養健康学科

管理栄養士国家試験合格状況 対象者数 達成率 合格者数
国公立大学
平均合格率

H29年度 40名 95.0% 38名 97.7%

H30年度 39名 97.4% 38名 96.9%

H31年度 38名 100.0% 38名 97.9%

資料No.５
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 2020年４月新設

地域創生研究科

長崎県立大学
  大学院
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人間健康科学研究科（博士後期課程）【入学定員】

地域社会マネジメント専攻 

ビジネス・マネジメントコース

経済・地域政策コース

メディア社会コース

国境離島文化振興コース

情報工学専攻 

情報セキュリティコース

人間情報科学コース

人間健康科学専攻

看護学実践コース

公衆衛生看護学コース

栄養科学コース

Organization chart

栄養科学専攻

地域創生研究科（修士課程）【入学定員】

15名

10名

12名

3名

01

※公衆衛生看護学コースでは、教育課程の変更承認申請中であり、
今後、カリキュラムを変更することがあります。

 大学院の組織図
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地域社会マネジメント専攻

　「平成」の30年間、社会・経済は大きく変化しました。「少子高齢化」、すなわちマーケットの縮小
と労働人口の減少、20世紀社会を支えた自動車に関わる変化、エンジン駆動からモーター駆動へ
の変化と運転の自動化、また、「グローバリゼーション」の流れの一方で、「地域創生、活性化」等々、
これまでの政策・経営のやり方が通用しないということになります。社会・経済は変化し続け、政
府・自治体も企業もその変化に対応していく必要があるでしょう。「マネジメント(経営)」とは、変
化する環境にいかに適応していくのか、をその内容としています。「地域社会マネジメント専攻」
はグローバル化への適応と共に地域課題の解決、そして資源・エネルギー環境の変化や労働市場
の変化等々に対応する必要性から創設されました。「ビジネス・マネジメントコース」では、環境
適応＝マネジメントの研究を、「経済・地域政策コース」では、「市場」という適応すべき環境とそ
の市場と協力して社会を維持させていく「行政」の研究、「メディア社会コース」では、マネジメン
トおよび行政において決定的に重要な「情報、コミュニケーション、メディア」の研究、そして「国
境離島文化振興コース」では長崎県の特徴的環境である「離島」に関する研究を行います。多くの
人々が新しい社会を創っていけるように手助けをしていきたいと考えています。

専攻準備委員長メッセージ

◆ ビジネス・マネジメントコース ◆ 経済・地域政策コース

◆ メディア社会コース ◆ 国境離島文化振興コース

地域社会マネジメント
専攻準備委員長

三 戸  浩

Division Of Regional Management

● 経営学、経済学、マスメディア、社会学等の学びを深めたい人

● これまでの経験を理論化してさらに研鑽を深めたい現職者または
退職者

● 税理士資格の取得を目指す社会人または学部生

● 海外進出、国内の新規市場創出、新製品開発等を考える経営者

● 地域資源の発掘と有効活用策について調査研究したい人

● 日本企業への就職や、日本で修士号を取得したいと考える留学生

● 国境離島の文化や経済振興に主体的に貢献したいという意欲の
ある人

こんな人を求めています。

● より高度な経済分析能力が習得できる。
● 地域課題の原因や対象方法について専門的に理解することができる。
● メディア社会コースには、中国人の教員が在籍しているため、中国語と日本語

で学ぶことができる。
● 国境離島の文化や経済振興に関する科目が充実している。

地域社会マネジメント専攻の特長

message

UNIVERSITY OF NAGASAKI 02
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情報工学専攻

「計算と通信、また、人間と機械の営みで作れる、実世界と仮想世界を融合させた未来社会
はどんなものか？」情報工学専攻ではこんなことに思いを巡らします。皆様は、あらゆるもの
に計算・通信装置を埋め込む IoT や環境センシングの技術、膨大なデータを処理するビッグデー
タ処理や人工知能（AI）の技術、バーチャルリアリティや実世界コンピューティング、ドロー
ンや自動運転といった技術、ネットワークを流れクラウドに保存されるデータに対する強固な
セキュリティ技術等について耳にしたことがおありでしょうか。また、未来社会の設計指針を
立てるためには人間理解こそが重要であるとも考えたことがおありではないでしょうか。
　これらのことを学術の視点から探求する場が情報工学専攻です。この専攻に、情報セキュリ
ティコース、及び人間情報科学コースの２コースを設置します。情報セキュリティコースでは、
暗号理論、データセキュリティ、セキュアな情報システムの運用、ネットワークの状況把握や
攻撃検知、またリスクマネジメントといった講義科目を揃えます。人間情報科学コースでは、
情報処理システムとしての人間理解、実世界のデジタルモデリング、デジタル情報処理、デジ
タルおよび物理レンダリングまでをカバーする講義科目を揃えます。
この２コース各々から講義科目を選択し履修することも可能です。

専攻準備委員長メッセージ

情報工学専攻
準備委員長

穴 田  啓 晃

Division Of Computer Science

● 情報セキュリティや人間情報科学に関わる問題を自ら発見し、
解決する意欲・情熱を持つ人

● 専門分野の変化や革新に対して強い関心を持つ人

● 情報工学を理解するために必要な数学、理科の知識を深めたい人

● 情報科学・認知科学・デザイン学等の複合分野とその周辺分野に関心
を持つ人

● 高度な知識・技術を修得し、人材不足といわれる情報セキュリティベンダ
など、または、コンテンツ産業などの情報産業関連企業等へ就職を
目指す人

こんな人を求めています。

● 計算機科学、通信工学、サイバー攻撃の系統的追究、情報セキュリティリスクマ
ネジメント、ソフトウェア工学、空間情報工学、実世界情報処理、ヒューマンイ
ンターフェース等に亘る多彩な研究領域

● 国内初の情報セキュリティ学科での学びをさらに深める高度なカリキュラム
● ＣＧや映像、サウンド等の各種メディアを駆使し、情報をデザインする人間

情報科学コースのカリキュラム
● 課題設定・調査・分析・考察・解決法の提案等の能力を涵養する研究指導

情報工学専攻の特長

message

03

◆ 情報セキュリティコース ◆ 人間情報科学コース

資料No.６

28



人間健康科学専攻

　本専攻では、保健・医療・福祉に関する領域における課題解決のための高度な専門的知識や技
術を創造する研究者および高度専門職業人を育成することを教育目標としています。本専攻の
前身である人間健康科学研究科では、既に多くの高度専門職業人の育成実績があり、多数の修了
生が長崎県のみならず全国の病院、行政機関、高等教育機関、研究機関で活躍しています。また、
栄養科学専攻博士後期課程に進学し博士（栄養科学）の学位を取得するといったより高度な学位
の取得を目指すことも可能です。さらに本専攻教員は、日本学術振興会をはじめ多くの外部資金
を導入し、様々な事業との連携を行っており、産学官連携事業や地域貢献事業に参画する機会も
多くあります。
　看護学実践コース、公衆衛生看護学コース、栄養科学コースそれぞれに、各専門分野における
知識、経験、研究実績が豊富な専任教員を配置しており、各コースの連携によって、昨今の保健お
よび医療現場で見られる複雑多岐にわたる諸問題に柔軟かつ適切に対応でき、質の高い高度な
知識や技術を持った専門的職業人、研究者、指導者を育成し、社会に貢献することを目指しています。

専攻準備委員長メッセージ

人間健康科学専攻
準備委員長

大 塚  一 徳

Division Of Human Health Science

● 高度の専門知識や技術を修得したスペシャリストを目指す人

● 専門分野の修士号の取得を目指す現職の看護師や管理栄養士

● 保健師になることを希望し保健師国家試験の受験資格を得たい人

● 栄養科学の博士課程への進学を希望する人

● 高等教育機関での教育研究者を目指す人

こんな人を求めています。

● 社会学系の科目を取り入れており、経済や政策の情勢を学ぶことで知識の幅
を広げることができる。　

● 多くのOB・OGが病院、行政機関、高等教育機関、研究機関で教育研究者として
勤務している。

● 公衆衛生看護学コースでは、講義・演習・実習を通して実践力を獲得し、様々
な機関で充実した臨地実習を体験することができる。

● 公衆衛生看護学コースでは、保健師国家試験の受験資格だけでなく、養護教
諭二種免許状、第一種衛生管理者免許の資格が取得できる。
※保健師免許取得後、申請が必要です。

人間健康科学専攻の特長

message

UNIVERSITY OF NAGASAKI 04

◆ 看護学実践コース ◆ 公衆衛生看護学コース ◆ 栄養科学コース
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入学者選抜

全ての志願者は、出願前に志望分野の担当教員との事前
面談（メールを含む）を行う必要があります。

①学士の学位を有する者、または大学を卒業した者
（卒業見込みを含む）

②外国において、学校教育における16年の課程を修
了した者（卒業見込みを含む）

③文部科学大臣の定めるところにより、大学を卒業し
た者と同等以上の学力があると認められる者

④本学大学院の出願資格審査により、大学を卒業し
た者と同等以上の学力があると認められる者

ビジネス・マネジメント

経済・地域政策

メディア社会

国境離島文化振興

情報セキュリティ

人間情報科学

看護学実践

公衆衛生看護学

栄養科学

地
域
社
会
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
専
攻

情
報
工
学
専
攻

人
間
健
康
科
学
専
攻

※公衆衛生看護学コースにおいては、上記の出願要件のほか、日本の看
護師免許を有する者（取得見込みを含む）とします。

専攻/コース
一般選抜 社会人特別選抜 外国人留学生特別選抜

専 門 英 語 面 接 専 門 英 語 面 接 専 門 英 語 面 接

※詳細については、公式ホームページに掲載している学生募集要項
で確認してください。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※１　英語の試験は、外部試験のスコアによって免除することができます。英語（該当区分のみ）の試験は、辞書持ち込み可です。

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１ ※１

◆ 出願期間 : 2019年7月22日（月）～ 8月2日（金）
※出願はインターネット出願で受け付けます。

◆ 試験日程 : 2019年8月25日（日）

◆ 合格発表: 2019年8月30日（金）

出願にあたっての事前面談

出願要件

選抜区分と試験内容

◆ 事前面談期間：2019年6月24（月）～ 8月2日（金）

05
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修了要件

　大学院に２年以上在籍し、所定の単位（３２単位以上）を修得するとともに、必要な研究指導を受け、修士論文等の研究

の成果の審査に合格すること。

　ただし、公衆衛生看護学コースにおいて保健師国家試験受験資格の取得を希望する者は、大学院に２年以上在籍し、所

定の単位（６０単位以上）を修得するとともに、必要な研究指導を受け、特定の課題についての研究の成果の審査に合格す

ること。

社会人学生等への配慮　

　標準修業年限（２年）を超えて、一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修することができ、在職のまま学

びやすくなるよう配慮します。納付する授業料の総額は

標準修業年限で履修する学生と同額です。また、在学

中の期間変更等も柔軟に対応します。

昼夜開講制度

　夜間等に履修できるよう配慮します。志望する教員と

の事前面談の際にご相談ください。
※公衆衛生看護学コースは対象外

在籍形態 総　 額

1,071,600 

（円）

日本学生支援機構奨学金：貸与月額（令和元年度実績）

前　期

区　　分

修士課程

第一種（無利子）

50,000円 または 88,000円

第二種（有利子）

50,000円、80,000円、100,000円、
130,000円、150,000円 のいずれか

１ 年 目 ２ 年 目

267,900 

178,600 

133,950 

267,900 

178,600 

133,950 

267,900 

178,600 

133,950 

267,900 

178,600 

133,950 

－

178,600 

133,950 

－

178,600 

133,950 

－

－

133,950 

－

－

133,950 

後　期 前　期 後　期

３ 年 目

前　期 後　期

４ 年 目

前　期 後　期

標準（２年）

長期履修（３年）

長期履修（４年）

※授業料の金額は、現行の規定によるもので、変更になることがあります。

※上記以外にも地方公共団体、財団法人などの奨学金制度があります。

授業料

奨学金

長期履修学生制度

UNIVERSITY OF NAGASAKI 06
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ビジネス・マネジメントコース

経済・地域政策コース

メディア社会コース

国境離島文化振興コース

情報セキュリティコース

人間情報科学コース

看護学実践コース

公衆衛生看護学コース

栄養科学コース

地域社会マネジメント専攻

情報工学専攻

人間健康科学専攻

佐世保校

佐世保校

シーボルト校

シーボルト校

シーボルト校

シーボルト校

シーボルト校

シーボルト校

シーボルト校

※国境離島文化振興コースは、担当教員によりキャンパスが異なります。

専攻・コースにより問い合わせ先が異なります。

お問い合わせについて

お問い合わせ先

入試情報等の詳細

〒858-8580 長崎県佐世保市川下町123　TEL 0956-47-5703
学生支援課学生グループ

〒851-2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野1-1-1　TEL 095-813-5065
学生支援課学生グループ

学生募集要項等、入試情報の詳細は
本学ホームページにてご確認ください。

http://sun.ac.jp/examination/graduate/

佐 世 保 校

シーボルト校

専　　攻 コ ー　ス キャンパス
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全学FD研修会

開催地 開催日 参加人数 テーマ 概要

夏FD

佐世保校
9/26

126名

教員　122名
法人役員4名

「初年次教育、授業評
価、学生調査結果の振り
返り～教育課程の再構
築に向けて～」

●教養セミナーの振り返り
振り返りの視点に基づくワークショップ

●H30年度授業評価結果、学生調査結果
評価及び調査結果の発表、各学科での振り返り

●意見交換会（茶話会）

秋FD

シーボルト校【主会
場】
（佐世保校は遠隔
システムにより配
信）

11/29

110名

教員　108名
法人役員2名

「進む高大接続改革：大
学教育をどう変えるか」

●独立行政法人大学入試センター試験・研究副統括官　山地弘起先
生によるご講演において、高大接続改革のねらいと課題を理解する
とともに、入試改革の現況を共有した。
●県内高校の聞き取り調査結果報告では、学部学科再編後の県内
高校の本学に対する捉え方を理解し、そこから本学の教学課題を整
理することができた。

冬FD
オンデマンド開催

3/17
85名

教員　85名

「授業改善を考える意見
交換会・教養セミナーに
ついての勉強会」

●第1部：「授業上の工夫」の資料から授業改善を考えるオンデマンド
検討会
●第2部：教養セミナーに関する勉強会とオンライン意見交換※任意
参加

学部FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 テーマ 概要

経営学部 12/3
22名

（経営学科7名、国際経営
学科10名、その他5名）

「法と判例に学ぶ”パワ
ハラ・セクハラ”-組織か
ら加害者を出さないため
のハラスメント研修－」

ハラスメントの知識を深め、その加害者にならないために、パワハラ・
セクハラ・アカハラに関する事例を学んだ。

地域創造学部 7/23
30名

（公共政策学科16名、
実践経済学科13名、学長）

「北九大・地域創生学群
の成果と課題」

北九州市立大学地域創生学群がここまで実施してきたことの成果と
課題について話を伺い、今後の本学の教育課程の見直しに役立て
る。

国際社会学部 12/10 19名
国際社会学科における
卒論発表会のグランドデ
ザイン

　学部学科再編後、国際社会学部国際社会学科としての初めての卒
業論文発表会を開催するにあたって、本学科における「卒論発表会」
をいかなる趣旨の行事とすべきか、学科教員で自由に意見交換を行
い、卒論発表会が、発表する学生のため、今後卒論制作を行う下級
生のため、ひいては学科の発展のために、実り多いイベントとなるこ
とを目指して「卒論発表会のグランドデザイン」に取り組んだ。
　その結果、発表会は卒業論文の審査・評価とは独立し、卒論制作
の趣旨・意義・成果を公表する場とすること。原則として公開であり、
積極的に広報するわけではないが、外部からの聴衆は歓迎するこ
と、本学科における学問分野の多様性や自由を尊重するため、発表
の内容・形式・服装などに制限を設けないこと。ただし、発表時間の
厳守や概要資料の事前提出を徹底すること、卒論生の努力を称え、
下級生の意欲を喚起するコメントを奨励すること、などを確認した。
　さらに、卒論発表会実施後の2月教授会後に、発表会の振り返りの
FDを開催することを決定した。

情報システム学部 11/12

16名
（情報システム学科9名
情報セキュリティ学科7

名）

「科目ナンバーの周知と
活用について」

科目ナンバーの周知について

* 教養セミナーにおいて科目ナンバーの存在、読み方の周知を行っている
* シラバスに科目ナンバーが表示されないため、学生への周知は困難であ
る。オンラインシラバスの改善を求める。

科目ナンバーの活用について

* 科目ナンバーの最終決定がなされたのか否か伝達が無いため、活用でき
ない。科目ナンバーを確定してもらいたい。
* 科目ナンバーの学問分野コードが科研費細目に準拠しているため、教育
内容と一致していない。科目ナンバーの付け方を変更するか、1科目に複数
の科目ナンバーを割り当てられるようにしてほしい。
* 科目ナンバーがユニークではないため、ナンバーとは呼べない。ユニーク
な番号を振るようにシステムを変更してほしい。
* 特に情報科学系の場合、シラバスをツリー構造に並べることが困難である
ため、科目ナンバー特にレベルコードを割り当てることが困難である。レベル
コードの割り振り方法を再検討してほしい。
* 科目ナンバーによる履修制約が将来実施されると、学生にとって不利益で
あるため、反対する。
* 科目ナンバーという方式が時代遅れであり、実態にそぐわない。講義のレ
コメンデーション方式があれば活用したい。
* 成績証明書に印刷すれば活用になる。成績証明書で対応してもらいたい。

看護栄養学部 5/21 34名
「初年次教育の最新動向
と本学の初年次教育改
革」

昨年度より全学的に初年次教育の改革が教育開発センターを中心
に進められ、全学教育科目の「教養セミナー」の内容及び評価方法
が全学的に統一されている。
そこで本FDでは本学における初年次教育の改革と推進についての
講演と質疑応答を行った。

R１年度 FD研修会実施一覧
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学科FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 テーマ 概要

経営学科 6/4 14名
「リテールマーケティング
検定とその指導法」

経営学科の卒業要件として有力な手段である「販売士2級」につい
て、専門外の教員は詳細な情報を有していない。
本研修では、販売士検定に詳しく多くのゼミ生を合格させている齋藤
先生に、販売士検定の詳細とその効果的指導法をご説明いただい
た。

4/3 16名
「初年次教育のあり方に
ついて」

初年次教育の在り方について、橋本センター長より概要説明がなさ
れた。その後、教員間で初年次教育の必要性やその効果の上げ方
などについて検討した。さらには元高校教員の特任教授より大学教
育に求めることなどについて高校の立場から説明がなされた。このよ
うな説明などののち、初年次教育の重要性を教員間で再確認し、本
学の学びにおける学生の満足度を高め、他方では社会から求められ
る人材に育成するための教育の在り方などについて今後も検討を重
ねていくこととした。

7/26
7名

（学生35名）

「アジアで働く人材から考
える、これから求められ
る人材像とキャリアパス」

NECビジネスイノベーション企画本部の森本雅之氏を講師として招
聘。約1時間程度、国際経営学科の学生(主に3年生　約35人程度参
加)に対して題目を御講義いただいた。今回は、初めてFD研修会に
学生も教員とともに参加する形をとった。その狙いは、講師の森本氏
が昨年までシンガポールのNECAPACに赴任されており、本学の海
外ビジネス研修においても座学を約3年にわたってご担当していただ
くなど、本学の海外ビジネス研修について事情を周知されており、そ
のうえで、国際経営学科の学生が将来グローバル人材として活躍す
るために必要なことは何か、また、その能力を育てるためにはどのよ
うな教育が必要かという事についてのご意見を伺いながら、学生は
自らがそのような人材になるには何が必要かなどを考え、教員はど
のような教育を実践することが必要かなどについて意見を交わすこと
であった。講師の話の後、講師と学生、講師と教員との３者間で質疑
応答・意見交換をおこなった。英語教育だけでなく、専門性を高める
ことが学生自身の市場価値を高めるということを改めて教員が認識
することができた。このことは研修会の目的を充分に達成したと考え
ることができよう。

公共政策学科 1/14
14人

(公共13名、職員1名)
実践科目について

公共政策実習、公共インターンのふりかえり、教育課程の見直しの
検討

実践経済学科 6/3

11名
（実践9名、

教育開発センター及び職員
2名、企業インターンシップ

受入企業担当者40名）

「長期インターンシップ受
け入れプログラム作成・
実施上の留意点」

実践経済学科3年生必修科目「企業インターンシップ」に関し、受入側
の企業ご担当者もお招きして、同一企業で1ヶ月連続という、類例の
ない形式の下で、学生・企業双方にメリットがあるような研修プログラ
ムの作成に際する留意点をお話しいただいた。
その際、小グループに分かれて、企業ご担当者と教員が意見交換を
行い、グループから出された具体的問題意識や疑問が取り上げられ
た。
 

情報システム学科 11/26 10名
令和2年度のクォータ制
の導入に向けてのカリ
キュラム編成

前期後期制の下で配置されていた各授業をクォーター制の下で配置
することとなり、授業配置の自由度が上がったことから、各授業の具
体的な配置について検討を行った。具体的には、前期後期制のカリ
キュラムツリーを基に、授業内容の繋がりやクォーターごとの授業数
の偏り等を考慮して、学生の学びを促進するような授業配置を決定し
た。

国際経営学科

●１回目（4/23）　・ネットワーク設計演習について　内容は異なるものにしたいので、
セキュリティ学科とシステム学科で科目名を変更する案がある。
・データ構造とアルゴリズムについては？　セキュリティ学科とシステム学科のシラバ
スの調査が必要。
●２回目（5/28）・情報処理演習１にセキュリティに追加するか、もしくは情報セキュリ
ティ概論を全額共通科目にして、全学でセキュリティの要素を取り入れたい　1。セ
キュリティ基礎　2。セキュリティガバナンス　3。セキュリティマネジメン　4。ネットワー
クセキュリティ　5。システムセキュリティ　6。セキュア設計構築　7。セキュリティ運用
8。暗号認証署名　9。サイバー攻撃　11、12。デジタルフォレンジック、捜査　14。法
制度15。関連領域　今後の課題　必要性・充分性の検証
●3回目（6/24）コンピュータアーキテクチャ　→ クォーター制にして後半に回路を組
む演習（コンピュータアーキテクチャ演習）、非常勤で対応。プログラミングは早い時
期が良い。情報社会と倫理に関する講義　→ eラーニング。セキュリティ概論　→ オ
ムニバスにできないか？（クォーター制）。セキュアデータベース運用演習　→ ソム
チャイ先生にお願いできないか。セキュアプログラミング技法は廃止にする？　プロ
グラミングはPythonから始めるのはどうか？　基礎演習はPython 　応用演習はC言
語　(必修)　オブジェクト指向はJAVA 　ネットワークプログラミング演習　（演習でも良
い？）→ コンパイラにする？　2年後期 or 3年前期　その前に形式言語の授業が欲
しい。ソフトウェア工学　→ 演習は？（他大学の事例は？）。開発手法（アジャイル開
発など）のお話　3年生くらいで（山口先生）
●4回目（7/16）学部共通科目の学科分担　多変量解析（有田先生）を学部共通とす
る案　オペレーティングシステム演習（青木先生）はlinuxを扱っていて、セキュリティ学
科は別の科目（UNIX運用実験で代用）
クォーター制について・資料はprof_secのカリキュラム検討・システム学科との調整が
必要な部分について小松先生までコメントください・セキュアデータベース運用演習
→ データベースセキュリティ演習　（変更）・平岡先生のWebシステム設計論とwebプ
ログラミング演習は、（新）Web構築論1、2で代用できる・暗号応用技術は穴田先生・
松崎先生で担当・データセキュリティ概論　→ データセキュリティ技術・3年の1Qに各
先生の専門を入れたい・加藤先生の科目については検討が必要
●5回目（10/15）データベース演習について（平岡先生とソムチャイ先生の議論）・ソ
ムチャイ先生の科目は来年度は平岡先生がご担当？（調整中）・ネットワーク演習に
ついて（調整中）・平岡先生がデータベース演習を担当されるなら、ソムチャイ先生が
ネットワーク演習を担当するようになる？・線形代数（永野先生）はセキュリティ学科
専門科目・数学、統計、統計演習、情報数学は毎年２名が担当→数学の担当は永野
先生、線形代数を２名で担当（線形代数は両学科の学生に受講させたいため）・情報
理論は吉田先生・データサイエンス、線形代数応用は学科専門科目として運用する
方向・コンピュータアーキテクチャ、オペレーティングシステムは非常勤・ネットワーク・
サーバー設計演習（旧ネットワーク設計演習）科目名変更は後で・コンパイラは学部
共通でもOK・プログラミング科目は要検討？・情報セキュリティ基礎をenPiT単位互
換科目として設定したい・客員教授の竹田先生の任期について（マネジメント系科
目）・暗号応用技術は３名で担当・暗号数理は？（穴田先生の科目数が多くなる）・不
正アクセス技法　→　脆弱性検査技法・フォレンジックはインシデント対応演習で扱
う・データベースセキュリティ演習　→ データベースセキュリティ・来年度はデータ
ベースセキュリティ演習担当は松崎先生・来年度は学部共通は名称も内容もそのま
まで運用・線形代数などは入れずに再来年から運用が混乱がない

教育課程改編各9名

①4/23
②5/28
③6/24
④7/16
⑤10/15

情報セキュリティ学科
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開催地 開催月日 参加人数 テーマ 概要

看護学科 7/16 22名 災害看護

災害看護について、各領域での教授内容を知り、それぞれの特性、
重点的健康問題等について学ぶことを目的として、学科FDを行った。
① 災害看護の特殊性：担当　片穂野
② 暮らしの中の救急法（災害の備えと心がまえ・災害医療とトリアー
ジ）：担当　立石
③ 災害・紛争時におけるリプロダクティブ・ヘルス（ジェンダーと性暴
力の視点から）：担当　李
上記の内容についての発表が行われ、災害看護の特性について、
各教員が知識を再確認し、深めたとともに、今後の教育展開法につ
いての示唆を得ることができた。

栄養健康学科
（2020）
4/16

18名
Google classroomによる
オンデマンド授業の進め
方

（遠隔授業についてのFDを年度末に開催予定としていたが、大学とし
てのツールが決まったことを踏まえて４月実施となった。）
新型コロナの感染拡大への対応のため、大学の授業をオンデマンド
で実施することになった。大学としてGoogle classroomがツールとして
推奨され、教員が円滑に授業ができるようにするために、または学生
からどのように見えているのか等を栄養健康学科の教員が参加でき
るクラスが講師によって作成され、そこで資料の配布、出席・課題の
チェック方法や、レポートの提出方法について情報交換が行われた。

大学院FD研修会

開催地 開催月日 参加人数 テーマ 概要

経済学研究科 1/28 13名
「社会人大学院教育のあ
り方について」

北九州市立大学名誉教授の齋藤貞之氏を講師としてお招きし、社会
人大学院教育のあり方について講習を受け、議論した。

国際情報学研究科 3/24 41名
修士課程に求められる教
育の在り方

文部科学省高等教育局大学振興課資料より抜粋の資料　「2040年
度を見据えた大学院教育のあるべき姿　～社会を先導する人材の育
成に向けた体質改善の方策（審議まとめ）概要」　を参考に、下記4つ
の視点から教員の認識、改善及び啓発が促された。（１）修士課程に
求められる教育の在り方　（２）学位授与の在り方　（３）リカレント教
育の充実　（４）人文・社会科学系大学院の課題とその在り方。

人間健康科学研究科 7/23 18名
「大学における利益相反
マネジメント」

大学における利益相反の概念整理、利益相反の分類についておよ
び利益相反マネジメントが目指すものについて説明があった。また、
利益相反アドバイザーによる事前相談の有効性が強調された。大学
における利益相反マネジメントは、大学の誠実性や信頼性を守ること
であり、生じた問題が大学の規則等に定められた利益相反問題とは
言いにくい場合であっても、利益相反という概念を広い意味で捉えて
大学の誠実性を確保することが重要であると説明された。
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やるばいプロジェクト

資料No.９
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（単位：％）

経営学科
①

国際経営学科
②

計（①+②）
公共政策学科

③
実践経済学科

④
計（③+④）

経済学科
⑤

地域政策学科
⑥

流通・経営学科
⑦

計（⑤～⑦）
計

（①～⑦）

31年度 98.3 97.5 98.1 99.0 100.0 99.5 92.3 100.0 100.0 96.9 98.8

30年度 99.3 100.0 99.2 99.5 99.5

29年度 97.8 98.4 96.8 97.7 97.7

28年度 100.0 97.1 98.5 98.4 98.4

27年度 97.5 96.7 96.2 96.8 96.8

26年度 95.6 97.1 96.9 96.5 96.5

就　職　状　況

＜佐世保校＞

経営学部 地域創造学部 経済学部
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就　職　状　況

（単位：％）

国際社会学部

国際社会学科
①

情報ｼｽﾃﾑ学
科
②

情報ｾｷｭﾘﾃｨ学
科
③

計（②+③）
看護学科

④
栄養健康学科

⑤
計

（④＋⑤）
国際交流学科

⑥

情報メディア
学科
⑦

計
（⑥+⑦）

31年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

30年度 100.0 100.0 100.0 97.3 98.4 97.8 98.6

29年度 100.0 100.0 100.0 98.6 96.8 97.7 98.9

28年度 100.0 100.0 100.0 95.9 100.0 97.6 98.6

27年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

26年度 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

＜シーボルト校＞

看護栄養学部

合計
（①～⑦）

情報ｼｽﾃﾑ学部 国際情報学部
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令和元年度卒業生　　主な内定先
☆経営学部

☆地域創造学部

経営学科

国際経営学科

公共政策学科

実践経済学科

白十字会、ジェッター、佐世保港湾運輸、佐々木冷菓、オリックス生命、
トランスコスモス、十八親和銀行、黒崎播磨、エコー電子工業、
東邦ホールディングス、セキスイハイム九州、カチタス、パロマ、日本郵便、
トラストホールディングス、福岡財務支局、福岡国税局、岡山市役所、西海市役所

ジャパネットホールディングス、ステートストリート信託銀行、神栄、
ゼンショーホールディングス、ソラシドエア、安川ロジステック、SMBC日興証券、
富士通ゼネラル、ネオキャリア、NTTコミュニケーションズグループ、日本航空、
日本電気、日本年金機構、愛知県庁

長崎自動車、長崎新聞社、九州文化学園、谷川建設、ミライト・テクノロジーズ、
ティーケーピー、KDDI、ルートイングループ、沖縄振興開発金融公庫、
九州農政局、長崎地方法務局、福岡国税局、長崎労働局、九州経済産業局、
長崎大学、警視庁、静岡県庁、福岡県庁、長崎県庁、長崎市役所、佐世保市役所

長崎県信用保証協会、ペイロール、長崎キヤノン、ニーズウェル、西肥自動車、
全国農業協同組合連合会、山九、九電工、テルモ、伯東、ヤマエ久野、肥後銀行、
エレコム、住友生命保険、岡三証券、共栄火災海上保険、大分県庁、
東京都特別区、佐賀県庁、広島市役所、長崎県庁、長崎市役所、長崎県警
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☆国際社会学部

オリックス生命保険、全国農業協同組合連合会長崎県本部、ディーエスブランド、

長崎空港ビルディング、長崎県中小企業団体中央会、長崎倉庫、

アドバンスクリエイト、ANA福岡空港、エイチ・アイ・エス、神鋼物流、

スイスポートジャパン、全日本空輸（ANA）、WBFリゾート沖縄、東洋信号通信社、

PHCメディコムネットワークス、マツダロジスティクス、ワイジェイカード

☆情報システム学部

ウェディング石川、扇精光コンサルタンツ、日本ビジネスソフト、

アイオス、NTTデータMHIシステムズ、システナ、九電ビジネスソリューションズ、

JR西日本ITソリューションズ、JIG－SAW、ソーシャルデータバンク、西日本映像、

日立ソリューションズ西日本、富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ、

富士通ビー・エス・シー、ムラタシステム、ユービーセキュア、長崎市

扇精光ソリューションズ、オフィスメーション、京セラコミュニケーションシステム、

ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング、不動技研工業、ペイロール、菱計装、

あずさ監査法人、インターネットイニシアティブ、NRIシステムテクノ、

NRIデータiテック、住友電装、日本電気、富士通ソーシアルサイエンスラボラトリ、

富士通エフサス、ラック、総務省九州総合通信局、長崎県警察、長崎市

☆看護栄養学部

情報システム学科

九州医療センター、熊本大学病院、鹿児島大学病院、大阪大学医学部附属病院、

諫早総合病院、佐世保中央病院、長崎医療センター、長崎原爆病院、長崎北病院、

長崎大学病院、長崎みなとメディカルセンター、長崎リハビリテーション病院、

杏林大学医学部付属病院、国立国際医療研究センター、長崎県教育員会

長崎労災病院、九州中央病院、福岡大学病院、福岡赤十字病院、

栄養健康学科

東ファーマシー、佐世保共済病院、大光食品、長崎空港ビルディング、

ながさき内科・リウマチ科病院、ひぐちグループ、前田医院、八江農芸、

日本ハムマーケティング、メフォス、ヤマダイ食品、さつま町役場

黒田こども園、倉敷中央病院、グリーンハウス、コスモス薬品、日清医療食品、

友愛富士見町保育園、一冨士フードサービス、エームサービス、大賀薬局、

国際社会学科

看護学科

情報セキュリティ
学科
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●業種別内定状況 ●地域別内定状況

〇経営学部

〇地域創造学部

サービス業
17%

情報通信業、運

輸業、郵便業
15%

卸売業・小売業
15%

製造業
10%金融業・保険業

11%

公務
7%

その他
25% 長崎

22%

福岡
27%

その他九州
18%

関東
19%

中四国
4%

近畿
6%

中部
3%

その他
1%

公務
21%

卸売業・小売業
14%

金融業・保険業
13%情報通信業、運輸

業、郵便業
12%

サービス業
9%

製造業
6%

建設業
5%

その他
20%

長崎
29%

福岡
20%

その他九州
24%

関東
13%

中四国
6%

近畿
4%

中部
4%
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〇国際社会学部

〇情報システム学部

〇看護栄養学部

情報通信

業、運輸

業、郵便業
29%

サービス業

（他に分類

されない）
13%

卸売業・

小売業

11%

金融業・

保険業

11%生活関連サービ

ス業、娯楽業

9%

製造業

9%

その他
18%

長崎

24%

福岡

20%

その他

九州
13%

関東

16%

中部

9%

近畿

16%

中四国

2%

病院

44%

大学病院

23%

給食サービ

ス業

11%

卸・小売業

9%

教育、学習

支援事業

3%

製造業

2%
福祉

2%
その他

4%

長崎

41%

福岡

28%

その他九州
10%

関東

11%

近畿

5%

中部地方

3%

中国地方

2%

情報通信

業、運輸

業、郵便業
71%

製造業

8%

公務

8%

卸売業・

小売業

5%

学術研究、専門・

技術サービス

3%

その他

5%

長崎

24%

福岡

18%

その他

九州
3%

関東

42%

近畿

11%

中部

2%
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就職者数
　（人）

うち県内
就職者数
　（人）

県内就職率 対前年比
就職者数
　（人）

うち県内
就職者数
　（人）

県内就職率
就職者数
　（人）

うち県内
就職者数
　（人）

県内就職率

158 35 22.2%

経営学科 119 33 27.7%

国際経営学科 39 2 5.1%

208 60 28.8%

公共政策学科 97 27 27.8%

実践経済学科 111 33 29.7%

45 11 24.4%

62 16 25.8%

情報ｼｽﾃﾑ学科 30 4 13.3%

情報ｾｷｭﾘﾃｨ学科 32 12 37.5%

看護栄養学部 94 38 40.4% 2.1% 86 33 38.4% 91 48 52.7%

看護学科 61 28 45.9% -5.1% 49 25 51.0% 54 37 68.5%

栄養健康学科 33 10 30.3% 8.7% 37 8 21.6% 37 11 29.7%

経済学部 31 11 35.5% 388 131 33.8% 374 104 27.8%

経済学科 12 7 58.3% 137 46 33.6% 134 31 23.1%

地域政策学科 6 0 0.0% 129 48 37.2% 120 39 32.5%

流通･経営学科 13 4 30.8% 122 37 30.3% 120 34 28.3%

国際情報学部 7 3 42.9% 133 45 33.8% 130 54 41.5%

国際交流学科 7 3 42.9% 73 18 24.7% 70 33 47.1%

情報メディア学科 60 27 45.0% 60 21 35.0%

大学総計 605 174 28.8% -5.7% 607 209 34.4% 595 206 34.6%

※国際情報学部情報メディア学科について、平31成年に学科廃止の届出を行ったため、平成31年度の実績なし。
※経営学部、地域創造学部、国際社会学部、情報システム学部について、前年度卒業生がいないため前年比の記載なし。
※経済学部、国際情報学部について、4年間以上在籍した学生に係る就職実績のため、前年比の記載なし。

学科・学部別　県内就職状況

平成３０年度 平成２９年度平成３１年度

情報ｼｽﾃﾑ学部

国際社会学部

　国際社会学科

地域創造学部

経営学部
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1 中国 1992年10月7日 (平成4年) ○
計4名
規定なし

○ ○ ○
年1回
交互に
開催

○

☆ 2 アメリカ 2001年9月28日 (平成13年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○

2002年10月17日 (平成14年) ○
各3名

半年又は1年
○ ○

上海外国語大学短期留学生プログラム協定 2011年6月30日 （平成23年） ○
受入5名

派遣短期研修10名

4 韓国 2004年4月1日 (平成16年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○ ○

2004年12月2日 (平成16年) ○
各2名

半年又は1年
○ ○ ○

看護大学校 2006年2月9日 （平成18年） ○ 定期的な相互交流 ○ ○

☆ 6 中国 2009年5月20日 (平成21年) ○
計1～3名
規定なし

個別に
協議

7 中国 2011年3月1日 (平成23年) ○
各2名
1年以内

○

☆ 2012年10月30日 (平成24年) ○ 学部の規定による ○ ○ ○

ジャーナリズム・マスコミュニケーション学部 2013年3月18日 (平成25年) ○
各5名
1年以内

○ ○ ○

看護学部 2014年3月24日 (平成26年) ○ ○ ○

9 中国 2013年3月1日 (平成25年) ○
各5名
1年以内

○ ○

☆ 10 アメリカ 2013年12月14日 (平成25年) ○
各2名
半年

○ ○

☆ 2014年11月25日 (平成26年) ○ 別途覚書を締結 ○ ○ ○

（学生交流に関する覚書） 2016年3月30日 (平成28年) ○
各2名
1年以内

○

☆ 12 アメリカ 2019年1月10日 (平成31年) ○
各2名
半年

○ ○

☆ 13 泰日工業大学 タイ 2020年3月27日 (令和2年) ○
各5名
1年以内

○

※東亜大学・華僑大学と2011年締結した協定については6年毎に更新。それ以外の協定は5年毎に更新。

☆英語で留学可能な交流協定締結校

ダナン大学（大学間交流協定） ○

タイ8

○

エドモンズコミュニティカレッジ ○

○

湖北大学

11 ベトナム

フラットヘッドバリーコミュニティカレッジ

タマサート大学

東亜大学校

高麗大学校

澳門
マカオ

大学　社会人文学部

国際交流協定校一覧

協定事業内容

刊行物等
の
交換

共同
研究

教職員
交流

学生交流協定締結日
派遣・受入人数

期間
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ等

韓国

○

上海外国語大学

西安外国語大学

5

○

華僑大学

ウィスコンシン大学オシュコシュ校

3 中国

○

大学名

○

資料No.１２

50



○外国人留学生の受入状況（前年度以前からの継続者＋平成31年度新規受入）
☆数値については、学生の国籍により計上

中国 韓国 ベトナム 台湾 計 中国 韓国 米国 ベトナム タイ サウジ 計

交換留学生 6 6 15 4 5 24 30
私費留学生 1 8 1 10 1 1 2 12

計 7 0 8 1 16 16 0 4 1 5 0 26 42
交換留学生 3 3 0 3
私費留学生 0 0 1 1 1

計 3 0 0 0 3 1 0 0 0 0 0 1 4
学部 0 1 1 1
大学院 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1
交換留学生 9 9 15 4 5 24 33
私費留学生 1 8 1 10 2 1 3 13
研究生(国費) 0 0 0 1 1 1

計 10 0 8 1 19 17 0 4 1 5 1 28 47

中国 ベトナム 韓国 米国 台湾 タイ サウジ（その他） 合計

（人） 27 9 0 4 1 5 1 47
（％） 57.4% 19.1% 0.0% 8.5% 2.1% 10.6% 2.1% 100.0%

※短期私費は協定に基づく受入れの為、交換に含む

○交換留学　派遣状況（平成30年度からの継続者+平成31年度新規派遣）

中国 韓国 米国 台湾他 計 中国 韓国 米国 タイ 計

4 1 1 6 3 1 3 3 10 16
0 0 0

4 1 1 0 6 3 1 3 3 10 16

○英語で留学可能な協定締結校からの受入、派遣学生数

H29 H30 H31
9 7 9
6 7 8

年度

受　入

派　遣

国別状況

区　分

学部

大学院

合計

大学院

研究生

合計

佐世保校

留学生の状況（平成31年度在籍者数実績） 

区　分
佐世保校 シーボルト校

合計

学部

シーボルト校
合計
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入学志願者及び入学者数
　年度別総計【 学 部 】　[令和２年度] （単位：人、倍、％）

定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

Ａ　　Ｏ 10 2 2 2 2 0.2 0.2 1.0

推　　薦 45 66 66 45 45 1.5 1.5 1.5

一般入試(前期) 70 303 265 117 80 4.3 3.8 2.3

一般入試(後期) 15 181 56 31 21 12.1 3.7 1.8

一般入試計 85 484 321 148 101 5.7 3.8 2.2

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 4 4 1 0 - - 4.0

小　 　計 140 556 393 196 148 4.0 2.8 2.0

推　　薦 20 24 24 14 14 1.2 1.2 1.7

一般入試(前期) 30 152 138 49 38 5.1 4.6 2.8

一般入試(後期) 10 150 35 16 8 15.0 3.5 2.2

一般入試計 40 302 173 65 46 7.6 4.3 2.7

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 60 326 197 79 60 5.4 3.3 2.5

200 882 590 275 208 4.4 3.0 2.1

推　　薦 30 50 50 28 28 1.7 1.7 1.8

一般入試(前期) 60 196 167 75 63 3.3 2.8 2.2

一般入試(後期) 30 233 68 45 34 7.8 2.3 1.5

一般入試計 90 429 235 120 97 4.8 2.6 2.0

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 1 1 0 0 - - -

留　学　生 若干名 1 1 1 1 - - 1.0

小　 　計 120 481 287 149 126 4.0 2.4 1.9

推　　薦 45 60 60 44 43 1.3 1.3 1.4

一般入試(前期) 65 237 216 92 63 3.6 3.3 2.3

一般入試(後期) 20 283 113 41 25 14.2 5.7 2.8

一般入試計 85 520 329 133 88 6.1 3.9 2.5

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 130 580 389 177 131 4.5 3.0 2.2

250 1,061 676 326 257 4.2 2.7 2.1

Ａ　　Ｏ 5 2 2 2 2 0.4 0.4 1.0

推　　薦 19 29 29 22 22 1.5 1.5 1.3

一般入試(前期) 30 106 100 38 26 3.5 3.3 2.6

一般入試(後期) 6 129 36 18 13 21.5 6.0 2.0

一般入試計 36 235 136 56 39 6.5 3.8 2.4

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 1 1 1 1 - - 1.0

小　 　計 60 267 168 81 64 4.5 2.8 2.1

推　　薦 12 30 30 13 13 2.5 2.5 2.3

一般入試(前期) 20 52 49 20 17 2.6 2.5 2.5

一般入試(後期) 8 207 70 16 12 25.9 8.8 4.4

一般入試計 28 259 119 36 29 9.3 4.3 3.3

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 40 289 149 49 42 7.2 3.7 3.0

推　　薦 12 24 24 12 12 2.0 2.0 2.0

一般入試(前期) 20 55 51 21 20 2.8 2.6 2.4

一般入試(後期) 8 268 89 18 13 33.5 11.1 4.9

一般入試計 28 323 140 39 33 11.5 5.0 3.6

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 40 347 164 51 45 8.7 4.1 3.2

80 636 313 100 87 8.0 3.9 3.1

地
域
創
造
学
部

公
共
政
策
学
科

実
践
経
済
学
科

学 部 計

区　  分

経

営

学

部

経
営
学
科

国
際
経
営
学
科

学 部 計

国
際
社
会
学
部

国
際
社
会
学
科

情
報
シ
ス
テ
ム
学
部

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

学
科

学 部 計
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定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

区　  分

推　　薦 16 45 45 15 15 2.8 2.8 3.0

一般入試(前期) 38 120 117 43 40 3.2 3.1 2.7

一般入試(後期) 6 120 34 7 5 20.0 5.7 4.9

一般入試計 44 240 151 50 45 5.5 3.4 3.0

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 0 0 0 0 - - -

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 60 285 196 65 60 4.8 3.3 3.0

推　　薦 10 27 27 11 11 2.7 2.7 2.5

一般入試(前期) 24 54 53 27 18 2.3 2.2 2.0

一般入試(後期) 6 90 26 12 10 15.0 4.3 2.2

一般入試計 30 144 79 39 28 4.8 2.6 2.0

帰 国 子 女 若干名 0 0 0 0 - - -

社　会　人 若干名 1 1 1 1 - - 1.0

留　学　生 若干名 0 0 0 0 - - -

小　 　計 40 172 107 51 40 4.3 2.7 2.1

100 457 303 116 100 4.6 3.0 2.6

15 4 4 4 4 0.3 0.3 1.0

209 355 355 204 203 1.7 1.7 1.7

357 1,275 1,156 482 365 3.6 3.2 2.4

109 1,661 527 204 141 15.2 4.8 2.6

466 2,936 1,683 686 506 6.3 3.6 2.5

若干名 0 0 0 0 - - -

若干名 2 2 1 1 - - -

若干名 6 6 3 2 - - -

690 3,303 2,050 898 716 4.8 3.0 2.3

【 大学院 】

年度別総計【大学院】[令和２年度]
（単位：人、倍、％）

推　　薦　　計

看

護

栄

養

学

部

看
護
学
科

栄
養
健
康
学
科

学 部 計

Ａ　　Ｏ　　計

合　 　計

※ＡＯ入試の受験者数は2次選考受験者数

一般入試(前期)　計

一般入試(後期)　計

一般入試　合計

帰国子女　計

社会人　計

留学生　計

定  員 志願者 受験者 合格者 入学者 志願倍率 受験倍率 競争率

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｃ/Ｄ

15 1 1 1 1 0.1 0.1 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

若干名 16 16 16 16 － － 1.0

若干名 2 2 2 2 － － 1.0

15 19 19 19 19 1.3 1.3 1.0

15 19 19 19 19 1.3 1.3 1.0

10 4 4 4 4 0.4 0.4 1.0

若干名 2 2 2 2 － － 1.0

若干名 1 1 1 1 － － 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

10 7 7 7 7 0.7 0.7 1.0

10 7 7 7 7 0.7 0.7 1.0

12 17 17 6 6 1.4 1.4 2.8

若干名 3 3 3 3 － － 1.0

若干名 4 4 4 4 － － 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

12 24 24 13 13 2.0 2.0 1.8

12 24 24 13 13 2.0 2.0 1.8

37 50 50 39 39 1.4 1.4 1.3

3 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

若干名 0 0 0 0 － － －

3 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

3 1 1 1 1 0.3 0.3 1.0

40 51 51 40 40 1.3 1.3 1.3

一般選抜

推薦入試

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

専攻　計

専攻　計

区　   分

地
域
創
生
研
究
科

地域社会マネジメント専攻
（修士課程）

一般選抜

推薦入試

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

専攻　計

専攻　計

情報工学専攻（修士課程）

専攻　計

研究科　計

人
間
健
康
科
学

研
究
科

栄養科学専攻（博士後期課程）

一般選抜

外国人留学生
特別選抜

後期課程　計

研究科　計

人間健康科学専攻(修士課程)

一般選抜

推薦入試

社会人特別選抜

外国人留学生特別選抜

専攻　計

大学院　計
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長崎県立大学国際社会学部

国際社会学科
一日大学生募集
開催日: 2019年10月6日(日曜日)

会 場: 長崎県立大学シーボルト校(長与町)

対 象: 高校1年生～3年生
定 員: 各講座20名(先着順受付)

秋の日の午後、国際社会学科を大学生として体験しませんか。

<1A>スタジオでニュースをつくろう 金村公一准教授
キャスター、ディレクター、タイムキーパー、スイッチャーなどいろいろな役割を体験しな

がら、大学メディアスタジオでクロマキー合成技術を使ってニュースをつくってみましょう。

<1B>大国、中国へのアクセス 祁 建民教授
一帯一路構想の推進など、中国は “超大国” への道を進んでますが、一方では、国内

外から多くの問題も。今の中国から見えてくる、将来の日本、東アジアを解説します。

<2A>What is Iconography? 唐津理恵准教授
We will learn about “iconography” , using examples from Tokyo 2020 Olympics 

Promotion Video and London 2012 Olympics Promotion Video.

第２講(14:20-15:20)

第１講(13:00-14:00)

申込／問合先
長崎県立大学シーボルト校総務企画課
〒851-2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野 1-1-1

TEL:095-813-5500 FAX:095-813-5220 E-mail: GMSeminar@sun.ac.jp
・本学ホームページまたは郵送・FAX にて希望の講座をお申し込みください。
・申し込み時に受講したい講座番号をお知らせください。
・複数講座への参加、ひとつのみの参加、どちらも可能です。

(本学ホームページへのQRコード↑)

<2B>スマホの凄さと怖さ 鈴木暁彦教授
スマホのSNSアプリを使えば、誰でも新聞社や放送局になれます。発信力が際立って

いますが、危険も伴います。スマホの功罪について一緒に考えましょう。
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学長裁量教育研究費

【佐世保校】
（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

13 6,693 19 9,096 17 7,727 16 6,012 16 6,797

[令和元年度の取り組み]

交付額

学　科 （千円）

公共政策 共同 3 735

国際経営 個人 3 783

経営 共同 1 371

国際経営 共同 3 372

公共政策 共同 1 567

国際経営 個人 2 124

公共政策 個人 2 466

公共政策 個人 3 611

実践経済 個人 3 674

公共政策 個人 3 411

実践経済 個人 3 225

実践経済 個人 3 234

公共政策 共同 3 775

公共政策 個人 2 449

経営 個人 1 －

実践経済 個人 3 －

6,797

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

離
島

松尾　晋一 朝鮮通信使絵巻の基礎的分析と教育教材開発

東
ア
ジ
ア

江崎　康弘
地方中小企業の東アジアへの事業展開の課題と対策に関する研
究

研究
種目

研究代表者 共同・個人
の別

研究期間
(年) 研 究 課 題

氏　名

異文化理解を視野に入れた内容重視の英語教育 ～地域とリンク
した取組を通して～

黒木　誉之
市民自治・市民協働と地域ガバナンス－災害対応を中心として
－

中村　和敏
長崎県における看護・介護人材の需要構造と外国人労働力の利
用可能性

寺床　幸雄
長崎の農山村における地域活動の実践的支援に向けた研究方法
の構築と展開

長
崎
の
地
域
課
題

宮地　晃輔
長崎県内企業の会計技術を用いた経営品質の改善方策・若者定
着に関する研究－働き方改革関連法の施行対応および他地域成
功モデルをふまえて－

山本　裕
長﨑県のクルーズ戦略に関する研究　～学際的なアプローチを
使って～

石田　聖
世界遺産推進施策にかかわる自治体行政施策の国際比較研究－
長崎県とマカオを事例に

石田　和彦 演習等で使用するデータ教育用教材の作成

山崎　祐一

芳賀　普隆
長崎県の再生可能エネルギー普及・活用に伴う地域活性化に関
する研究

竹田　英司 地域産業のツーリズム化

挑
戦
的
研
究

橋本　優花里
分野を超えた教員の連携による長崎県立大学版サービス・ラー
ニングプログラムの確立―共生をテーマにした取り組み

永井　洋士 和解契約の拘束力に関する正当化根拠の解明

科
研
費
獲
得
支
援

宮地　晃輔
グローバル能力構築競争時代におけるわが国造船業の組織間管
理会計の定式化に関する研究

竹田　英司 産地縮小期における地域創生のメカニズム

総 計

Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ Ｈ
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【シーボルト校】
（単位：件、千円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

39 31,752 39 31,530 38 29,594 43 26,611 46 30,456

[令和元年度の取り組み]

交付額

学　科 （千円）

国際社会 個人 1 294

国際社会 共同 3 330

情報システム 共同 2 1,347

情報システム 共同 1 580

看護栄養 共同 1 1,884

看護栄養 共同 3 510

看護栄養 共同 1 718

看護栄養 共同 2 492

看護栄養 共同 2 517

看護栄養 共同 2 966

看護栄養 共同 1 1,330

国際社会 個人 3 890

国際社会 個人 1 129

情報システム 個人 1 296

情報システム 個人 2 775

情報システム 個人 2 361

看護栄養 個人 1 743

看護栄養 個人 1 748

看護栄養 個人 3 397

看護栄養 個人 2 160

看護栄養 個人 2 297

看護栄養 個人 1 955

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

堂下　陽子
精神障害をもちながら子育てをする利用者に対する訪問看護師
の支援体制の構築

石見　百江 漁業従事者に対する栄養教育と健康支援に関する研究

辺見　一男 音声コマンドによるコンテンツハンドリング手法に関する研究

研究
種目

研究代表者 共同・個人
の別

研究期間
(年) 研 究 課 題

氏　名

世羅　至子 筋肉量低下が生活習慣病、健康寿命に及ぼす影響

森田　均
運輸・情報通信・エネルギーの統合型インフラモデルSTINGによ
る高度交通システムの社会実装と実証実験から地域社会へ貢献
する研究を目指す試み

小原　篤次 長崎における若者の早期離職と雇用のミスマッチの実態調査

離島 福島　涼史 「離島」行政の法的支援―振興法活用と人材育成を中心に

長
崎
の
地
域
課
題

山田　健太郎 地域と協働するインバウンド観光対応人材の育成について

平岡　透 島原市におけるボーリングコアの画像解析と透水係数の推定

日下部　茂
システムズエンジニアリングに基づく地域プロジェクトの効果
的実施法の研究

濱里　セツ子
大学院での保健師基礎教育における技術教育方法の課題～大学
院を修了した新人保健師の保健活動の現状から～

稲垣　佳映 長崎県民における共食の実態調査と支援事業への展開

湯浅　正洋
長崎県活性化を目指した南島原産新タマネギの栄養機能性と呈
味特性の解明

田中　一成 長崎県産農産物の機能性解明と食品開発

大塚　一徳
地域の高齢者の認知症予防及び啓発のための信頼性・妥当性の
ある記憶の自己効力感尺度の開発

駿河　和仁
2型糖尿病モデルNSYマウスの疾患発症・進展に及ぼすビタミンA
栄養状態の影響に関する研究

山口　多恵
高齢者長期ケア施設における看護師のコンピテンシーの構造の
解明～坂の街・長崎の地理的特徴を踏まえた分析～

小松　文子 個人のセキュリティリスク認知に関する研究

吉村　元秀
「ひと」、「まち」、「もの」の連動を俯瞰する技術者育成に
向けた長崎百景プロジェクトの推進

木村　チヅル 住民主体型活動を行う高齢者の意識と活動過程

重富　勇
精神障がい者ピアサポーターのレジリアンスを活かした地域包
括ケアシステムの研究

竹内　昌平
買い物環境および買い物行動が高齢者の健康状態に与える影響
についての縦断的研究
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交付額

学　科 （千円）

看護栄養 個人 1 953

看護栄養 個人 3 285

看護栄養 個人 2 352

国際社会 共同 3 189

情報システム 共同 1 205

看護栄養 共同 1 1,797

看護栄養 共同 1 2,020

看護栄養 共同 2 714

看護栄養 共同 1 1,333

看護栄養 共同 1 985

看護栄養 共同 2 422

看護栄養 共同 1 1,067

情報システム 個人 1 340

情報システム 個人 2 628

情報システム 個人 1 187

看護栄養 個人 1 786

看護栄養 個人 2 508

看護栄養 個人 2 271

看護栄養 個人 1 94

看護栄養 個人 1 353

国際社会 個人 1 181

国際社会 個人 1 513

看護栄養 個人 2 1,554

情報システム 個人 1 0

30,456

研究
種目

研究代表者 共同・個人
の別

研究期間
(年) 研 究 課 題

氏　名

青年期の吃音者が、親に求めるソーシャル・サポートに関する
研究－社交不安障害との関連－

飛奈　卓郎 高体力の中・高齢者の血管年齢と日常の血糖値変動の関係

本郷　涼子 高効率にエネルギーを生産する腸内細菌叢と食習慣の関連

三重野　愛子 看護技術初学者における技術修得パターンの解明

吉田　恵理子

長崎の
地域課

題

松澤　哲宏 五島つばき麹菌の創出と安全性に関する研究

髙崎　亜沙奈 クリティカルケア看護師が患者の死と向き合うプロセスの構造

境田　靖子
乳幼児健診を利用した母親の食生活と児の生育に関連する因子
の検討

CBE（Competency-based education）確立のための看護情報実践
能力尺度の開発

吉田　雅一
量子情報処理の発展に向けたマルチユーザー量子暗号の安全性
の検討

大曲　勝久
我々が確立した非アルコール性脂肪肝炎ラットモデルの汎用化
に向けての発展的検討

山谷　麻由美 CBPRを用いた地域づくりを行う住民の行動評価尺度開発

岡本　恭子
非環式レチノイドによるヒト肝癌細胞におけるオートファジー
制御メカニズムの解析

松崎　なつめ ブロックチェーン技術における鍵漏洩課題の分析

松田　健 代数的手法による幾何情報抽出

科研費獲
得支援部

門
穴田　啓晃

結託攻撃に対し安全な汎用的結合可能暗号プロトコルの原理の
解明と耐量子設計

総　　計

井上　佳子 ディアスポラの軌跡～ハンセン病家族訴訟～

賈　曦
SDGｓに向けて長崎メディアの発信～「平和」と「開発」をめぐ
る報道を中心に

荒木　彩
メタボリックシンドローム改善に向けた酢酸高含有食事メ
ニュー開発のための基礎研究

挑
戦
的

田中　弘恵
人工知能搭載英会話ロボットチャーピーを利用した日本人大学
生の英語プレゼンテーションスキル向上のための実証的研究

永野　哲也 新公開鍵暗号の強度の研究

四童子　好廣
イソプレノイド化合物によるパイロトーシス誘導メカニズムに
関する研究

古場　一哲 ２型糖尿病モデル動物における黒大豆乳酸発酵物の抗糖化作用

永峯　卓哉
弾性ストッキングによる皮膚乾燥発生機序の検証と皮膚トラブ
ル予防ケアの開発

倉橋　拓也 水溶性圧縮酸素による殺菌・消毒・脱臭効果の研究

坂本　仁美
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研究論文数・学会発表数（第３期中期計画期間中）

H29 H30 H31

経営学部 1 1 2

地域創造学部 5 3 3

国際社会学部 5 4 6

情報システム学部 15 26 22

看護栄養学部 15 24 21

年度　計 41 58 54

H29 H30 H31

経営学部 16 17 14

地域創造学部 11 7 16

国際社会学部 18 12 25

情報システム学部 15 12 10

看護栄養学部 11 15 18

年度　計 71 63 83

H29 H30 H31

経営学部 5 4 4

地域創造学部 11 11 6

国際社会学部 9 8 11

情報システム学部 20 20 15

看護栄養学部 35 20 17

年度　計 80 63 53

H29 H30 H31

経営学部 17 14 20

地域創造学部 23 21 17

国際社会学部 16 5 7

情報システム学部 42 54 36

看護栄養学部 89 92 98

年度　計 187 186 178

H29 H30 H31

経営学部 3 8 14

地域創造学部 9 5 13

国際社会学部 7 14 9

情報システム学部 2 0 4

看護栄養学部 7 0 13

年度　計 28 27 53

欧文学術誌発表論文

邦文学術誌発表論文

国際学会発表

全国学会発表

著書数
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佐　世　保　校 TEL 0956-47-5856＜企画広報課＞

シーボルト校 TEL 095-813-5735＜総務企画課＞
お問合せ

令和元年度 長崎県立大学

公
開
講
座

佐世保校
新館講義棟１階504教室
佐世保市川下町123

シーボルト校
中央棟１階M103講義室
西彼杵郡長与町まなび野1-1-1

新上五島町
鯨賓館活動支援室
南松浦郡新上五島町有川郷578-36

本学の様々な情報は
WEBでご覧いただけます。

会 場
案 内

駐車場
あり

遠隔会場には主会場からテレビ授業
システムにより映像を配信します。

情報システム学科

ソフトウェアからセーフウェアへ
（安全安心なICT技術の利活用に向けて）

66 1515 土
【主会場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

日下部 茂 教授講師

地理空間情報の技術動向と防災への応用

平岡　 透 教授講師

情報セキュリティ学科1010 55 土
【主会場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

情報化社会を支える広義の情報理論

吉田 雅一 講師講師

初等教育におけるプログラミング教育への期待

山口 文彦 教授講師

公共政策学科

異文化間コミュニケーションのための英語教育
～英語を使って何ができるようになるのか～

1010 2626 土
【主会場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校

新上五島町

山崎 祐一 教授講師

公務員の仕事とは？

立花 茂生 准教授講師

経営学科

マーケティングと広告について

1212 1414 土
【主会場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校

大田 謙一郎 准教授講師

続・私たちのくらしと改正民法

板垣 太郎 講師講師

国際社会学科

映像メディアの可能性と危うさ

202077
土

【主会場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

井上 佳子 教授講師

国際協力と環境保全

賈　　 曦 准教授講師

看護学科

ハッピーエンディング
～人生の終末期を考える～

292966
土

【主会場】シーボルト校
【遠隔会場】佐世保校

新上五島町

立石 憲彦 教授講師

見逃さないで！脳卒中のそのサイン
～高齢者リハビリテーション看護の立場から～

山口 多恵 准教授講師

参加無料／申込不要
どなたでも参加できます
土曜日開催 13：30～15：40

前半 13：30～14：30１講座60分（ ）後半 14：40～15：40
※この公開講座は、ながさき県民大学の
連携講座となっております。

【 主 催 】長 崎 県 立 大 学  　【 後 援 】長 崎 県 教 育 委 員 会 、佐 世 保 市 、長 与 町 、新 上 五 島 町

無料

国際経営学科
より便利に、より豊かに生きるための金融の知識

99 77 土
【主会場】佐世保校
【遠隔会場】シーボルト校

石田 和彦 教授講師

知っておきたい年金の話
朝浦 幸男 教授講師

実践経済学科
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ソフトウェアからセーフウェアへ
（安全安心な ICT技術の利活用に向けて）

日下部 茂教授講 師 13:30～14：30時 間

長崎県立大学
13：30～15：40
（1講座60分）公開講座〈講演内容〉令和元年度

情報システム学科

6 15
パソコンなどのいわゆるコンピュータだけでなく、普段使いの機器や

エンターテイメントから社会的な基盤まで様々なものでソフトウェアの役
割が増しています。利用範囲や利用者も多様化しており、効率や利便性と
いった観点だけでなく、安全安心なシステムづくりの重要性が高まってい
ます。本講座では、ICT技術の進展と新しい安全の考え方Safety-IIや
Safety2.0などについて概説します。

地理空間情報の技術動向と
防災への応用

平岡　 透教授講 師 14:40～15：40時 間

地理空間情報について概説し、今後急速に変化する地理空間情報を
取り巻く世界について最新技術に視点を置いて説明します。また、地
理空間情報に関する特許戦略についても説明します。最後に、平岡が
これまでに行った地理空間情報を用いた防災に関する研究を紹介しま
す。

＜お問合せ＞ ■佐世保校 TEL 0956-47-5856 ■シーボルト校 TEL 095-813-5735

【主会場】

シーボルト校
【遠隔会場】
佐世保校

土

ハッピーエンディング
～人生の終末期を考える～

立石 憲彦教授講 師 13:30～14：30時 間

看護学科

6 29
終末期は誰に対しても必ずおとずれるものです。
その誰しも迎える終末期を幸せに過ごすにはどうすれば良いので

しょう？
自分が望む終末期を過ごすためにはどのようにすれば良いのでしょ

う？
終末期の過ごし方を一緒に考えてみましょう。

見逃さないで！脳卒中のそのサイン
～高齢者リハビリテーション看護の立場から～
山口 多恵准教授講 師 14:40～15：40時 間

脳卒中が起こった時に現れる体のサインを紹介しながら、日常生活
の中でできる予防法と発症時の対処法について解説します。脳卒中後
の高齢者リハビリテーション看護に携わった経験を踏まえて地域の皆
様にわかりやすい内容でお伝えします。

【主会場】

シーボルト校
【遠隔会場】
佐世保校
新上五島町

土

映像メディアの可能性と危うさ

井上 佳子教授講 師 13:30～14：30時 間

国際社会学科

7 20
テレビなどの映像メディアは、その影響力の大きさゆえに多くの危

うさも内包しています。更に最近はSNSの投稿映像を放送に使うこと
も多くなり、視聴者も放送の「受け手」にとどまらず「送り手」の役
割も担うようになりました。私たちは映像メディアとどう付き合えば
いいのでしょうか。実際の番組の制作過程を通して考えます。

国際協力と環境保全

賈　　 曦准教授講 師 14:40～15：40時 間

いま環境問題が世界的な関心事となっています。世界各国は環境問
題を改善していくために、どんな取り組みをしているのか、また、
ODAを中心とした環境協力の更なる充実を図るために、日本はどのよ
うに取り組みを行っているのか。普段知っていても考える機会がない
「国際協力」と「環境問題」を「自分ごと」として一緒に考えてみま
しょう。

【主会場】

シーボルト校
【遠隔会場】
佐世保校

土

より便利に、より豊かに生きるための
金融の知識

石田 和彦教授講 師 13:30～14：30時 間

国際経営学科/実践経済学科

9 7
「お金」の世界が大きく変化しています。「お金」を使う面では、スマホ決済や仮
想通貨など新しい支払い手段が次々登場し、政府もキャッシュレス化を推進しよ
うとしています。一方、「お金」を蓄える面では、低金利でお金を増やす途が限られ
てくる中で、詐欺のような投資話で大切なお金を失うこともしばしば生じていま
す。金融論の基礎的知識があれば、もっと便利に「お金」を使えるし、易々と騙され
ることもないはず、という観点から、金融のことをやさしく解説したいと思います。

知っておきたい年金の話

朝浦 幸男教授講 師 14:40～15：40時 間

我が国では平均寿命が延び続け、いまや「人生100年時代」の到来
が叫ばれています。このような中で、年金制度には、老後生活の安心
の要として益々大きな役割が期待されています。一方で、年金制度は
複雑なため、間違った情報も散見されます。本講座では、年金制度の
入門編として、年金をできるだけ多く受給する方法などについて解説
します。

【主会場】

佐世保校
【遠隔会場】
シーボルト校

土

初等教育におけるプログラミング
教育への期待

山口 文彦教授講 師 13:30～14：30時 間

情報セキュリティ学科

10 5
2020年から小学校においてプログラミング教育が全面実施されま

す。本講座では、情報科学・計算機科学を専門とする立場から、プロ
グラミングを学ぶことの意義や目的を整理し、初等課程におけるプロ
グラミング教育への期待を述べます。

情報化社会を支える広義の情報理論

吉田 雅一講師講 師 14:40～15：40時 間

１．どの様にして情報を効率よく表現するかを問う情報理論、２．
どの様にして情報に雑音耐性を持たせるかを問う符号理論、３．どの
様にして盗聴から情報を守るかを問う暗号理論があります。これら３
つの理論をあわせて広義の情報理論と呼び、その応用技術は現在の情
報化社会の基礎を支えています。本講座では、それぞれの理論を簡単
な例を用いて紹介します。

【主会場】

シーボルト校
【遠隔会場】
佐世保校

土

異文化間コミュニケーションのための英語教育
～英語を使って何ができるようになるのか～

山崎 祐一教授講 師 13:30～14：30時 間

公共政策学科

10 26
英語教育の大きな目的の１つに異文化間コミュニケーション能力の向上がありま

す。異文化圏の人たちと円滑なコミュニケーションを実現するためには、「ことば」はも
ちろんのこと、その背景にある「文化」にも目を向けていく必要があります。学習の動機
づけにおいても、英語教育に異文化理解の要素を取り入れることには大きな意味があ
り、学習の成果を上げるためには非常に有効と考えられます。アメリカの事例も紹介し
ながら、異文化理解と英語教育についてみなさんと一緒に考えていきたいと思います。

公務員の仕事とは？

立花 茂生准教授講 師 14:40～15：40時 間

講師は総務省という国の役所から出向しています。今まで総務省の
ほか、石川県庁、札幌市役所などで勤務してきましたが、今までの経
験を踏まえ、国家公務員や地方公務員の役割、その目指すべき姿など
についてお話ししたいと思います。

【主会場】

佐世保校
【遠隔会場】
シーボルト校
新上五島町

土

マーケティングと広告について

大田 謙一郎准教授講 師 13:30～14：30時 間

経営学科

ICTの普及によって、生活者にとってインターネットやSNSなどが
より身近なものになりました。他方で、広告に関する従来の枠組みだ
けで上記の現状を捉えようとすると非常に困難です。
本講座では、まずはマーケティングの基礎理論を再確認しながら、

今日の広告活動をどのように捉えなおせばよいのか、その視点につい
て講義します。

続・私たちのくらしと改正民法

板垣 太郎講師講 師 14:40～15：40時 間

前年度に行った、改正民法に関する公開講座に対するアンケートに
おいて、複数回の講座を希望する回答が多数寄せられたため、本年度
はその続編として、2020年4月1日に施行される改正民法が私たちの
くらしに及ぼす影響について改めてお話しします。

【主会場】

佐世保校
【遠隔会場】
シーボルト校

12 14土
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【主催】長崎県立大学　【後援】長崎県教育委員会、佐世保市、長与町、新上五島町

佐世保校

佐　世　保　校 TEL 0956-47-5856＜企画広報課＞

シーボルト校 TEL 095-813-5735＜総務企画課＞

新館講義棟２階505教室／１階504教室
佐世保市川下町123

シーボルト校
中央棟１階M103講義室
西彼杵郡長与町まなび野1-1-1

新上五島町
鯨賓館活動支援室
南松浦郡新上五島町有川郷578-36

お問合せ

本学の様々な情報は
WEBでご覧いただけます。

会 場
案 内

駐車場
あり

遠隔会場には主会場からテレビ授業
システムにより映像を配信します。

「中国・広東省・深圳レポート」
世界の工場からイノベーション都市への転換図る。深圳企業の
ファーウェイが米中貿易摩擦のターゲットになる理由は？

講師／永井知美氏
株式会社 東レ経営研究所
チーフアナリスト

佐世保校 シーボルト校主 会 場 遠隔会場

「21世紀の世界はどうなるか
―アダム・スミスから考える」

講師／田中秀夫氏
愛知学院大学客員教授
京都大学名誉教授

佐世保校 シーボルト校主 会 場 遠隔会場

機能性表示農林水産物開発のすすめ

講師／
山本（前田）万里氏

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
本部　企画戦略本部　研究管理役
（筑波大学グローバル教育院教授（協働大学院））

シーボルト校 佐世保校、新上五島町主 会 場 遠隔会場
SAT

9 28

SAT

6 22

SAT

11 30

参加無料／申込不要 開演時間 13：30～15：00 
どなたでも参加できます

学術講演会
長崎県立大学令和元年度 資料No.１７
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開演時間 13：30～15：00 

開演時間 13：30～15：00 

開演時間 13：30～15：00 

参加無料／申込不要
どなたでも参加できます

＜お問合せ＞ ■佐世保校 TEL 0956-47-5856 ■シーボルト校 TEL 095-813-5735

長崎県立大学 学術講演会〈講演内容〉令和元年度

【主会場】
シーボルト校

【遠隔会場】

佐世保校
新上五島町

【主会場】
佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校

【主会場】
佐世保校

【遠隔会場】

シーボルト校

9 28
土曜日

機能性表示農林水産物開発のすすめ

講師／山本（前田）万里氏

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
本部　企画戦略本部　研究管理役
（筑波大学グローバル教育院教授（協働大学院））

日本の機能性食品の表示制度は、世界に先駆けて施行された特定保健用食品制度、ビタミ
ン、ミネラル、n-3 系脂肪酸を規格基準型表示する栄養機能食品制度、生鮮食品も認められた
届出型機能性表示食品制度がある。本講演では、生鮮食品を含む農林水産物に関わる機能性
表示食品制度の概要や改正ガイドライン、機能性農林水産物開発の現状や開発上の課題な
どを紹介する。

1986 年千葉大学大学院修士課程修了。農学博士。1986 年農林水産省
入省後、中国農業試験場、野菜茶業試験場、食品総合研究所、農業・食
品産業技術総合研究機構食農ビジネス推進センター長を経て現職。筑波
大グローバル教育院教授。2013 年内閣府産学官連携功労者表彰農林水
産大臣賞、2016 年日本農芸化学会技術賞、2018 年日本農学賞受賞。
専門分野は食品機能学、食品化学。抗アレルギー作用をもつ「べにふうき」
緑茶の開発に従事。

6 22
土曜日

「中国・広東省・深圳レポート」 
世界の工場からイノベーション都市への転換
図る。深圳企業のファーウェイが米中貿易摩
擦のターゲットになる理由は？

講師／永井 知美氏

株式会社 東レ経営研究所
チーフアナリスト

深圳は中国最初の経済特区の一つで「世界の工場」の象徴であった。人件費高騰に伴い
量産地としての魅力は低下した。然し、時代の変化に応じイノベーション都市化を進め、 
新サービスや新製品を生み出し、小さな漁村から40年で中国四大都市となった。なぜ人件
費高騰を克服して、高成長を遂げ次々にイノベーションを生み出したのか、深圳企業の
ファーウェイとZTEが米中貿易摩擦のターゲットなのかに注目し日本企業が読み取れるも
のは何かを考えたい。

東京大学文学部ロシア語・ロシア文学科卒業。山一証券経済研究所外国企
業調査部アナリストを経て東レ経営研究所入社。現在同社産業調査担当
のチーフアナリスト。
毎日新聞出版「週刊エコノミスト」の「海外企業を買う」コーナーに連載、
他テレビ、新聞でのコメント多数。
〈公職〉 金融庁企業会計審議会委員（2005年～2015年） 内閣府統計委員
会専門委員（2014年～2015年）

11 3011 30
土曜日

「21世紀の世界はどうなるかーアダム・スミスから考える」

講師／田中 秀夫氏 【略歴】

【略歴】

【略歴】

愛知学院大学客員教授
京都大学名誉教授

今回の講演では、アダム・スミスの思想を参考にしながら、21世紀の世界がどうなるか
を考えてみる。スミスは意図せざる結果という把握を社会現象・歴史に見て取った。それ
は人間の全能性の否定を意味したが、20世紀にジェノサイドを経験した人類は、意図せざ
る結果に翻弄されるわけにはいかない。21世紀の地球社会が直面する問題を解決し、繁栄
するには、我々はどう行動すべきかを考えることにしたい。

滋賀大学から京都大学大学院（1973年）、学振研究員を経て1981年に
甲南大学。1990年、京都大学。『スコットランド啓蒙思想史研究』
（1991年）で博士。1993年に教授。1996年に英国で在外研究。2010
年、学部長・研究科長を経て2013年から現職。
経済学史学会（2015年、代表幹事）、社会思想史学会、日本イギリス哲学
会（2004年、会長）などで活動。著書は『アメリカ啓蒙の群像』（2012
年）その他。

資料No.１７
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令和元年5月1日現在

教　授 准教授 講　師 助　教
特任
教員

合　計

29歳 男性 0 1 0 0 0 1

以下 女性 0 0 1 0 0 1

30～ 男性 0 3 7 1 1 12

39歳 女性 0 0 2 2 0 4

40～ 男性 7 11 6 1 3 28

49歳 女性 1 7 8 2 1 19

50～ 男性 23 9 1 0 1 34

59歳 女性 6 3 2 1 1 13

60～ 男性 24 3 0 0 4 31

69歳 女性 5 0 0 0 1 6

70～ 男性 0 0 0 0 1 1

79歳 女性 0 0 0 0 0 0

54 27 14 2 10 107

12 10 13 5 3 43

66 37 27 7 13 150

男性計

女性計

合　計

教員の年齢・性別構成

資料No.１８
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〇用語概説

用　語 解 説

ア行

IR

Institutional Research（インスティトゥーショナル・リサーチ）の頭
文字。
教育研究・経営・財務情報など、大学の諸活動に関する情報を収集・分
析することで、学内の意思決定や改善活動の支援、外部に対する説明責
任を果たす活動。

アクティブラーニン
グ

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学
修への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修す
ることによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含
めた汎用的能力の育成を図る。

アセスメント・ポリ
シー

学生の学修成果の評価（アセスメント）について、その目的、達成すべ
き質的水準及び具体的実施方法などについて定めた学内の方針。

アドミッション・ポ
リシー

入学者受入方針。
各大学・学部等が、その教育理念や特色等を踏まえ、どのような教育活
動を行い、また、どのような能力や適性等を有する学生を求めているの
かなどの考え方をまとめたもの。
入学者の選抜方法や入試問題の出題内容等にはこの方針が反映されてい
る。

インターンシップ
学生が在学中に、企業等において自らの専攻や将来希望する職業に関連
した就業体験を行うこと。

e-learning
電子ネットワークなどを利用した教育、研修。
WBT(Web Based Training)やdistance learningとも呼ばれる。

ＡＯ入試

ＡＯ入試：アドミッション・オフィス入試。
アドミッションポリシー（大学が求める学生像）に基づき、学力では量
れない受験生の能力・適性や学習に対する意欲、目的意識などを多面
的、総合的に評価し判定する入試。

ＳＤ
Staff Development（スタッフ・ディベロプメント）の頭文字。
事務職員や技術職員など職員を対象とした，管理運営や教育・研究支援
までを含めた資質向上のための組織的な取組。

 ＦＤ

Faculty Development(ファカルティー・ディベロプメント)の頭文字。
教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組の総称。
具体例としては、教員相互の授業参観の実施、授業方法に関する研究会
の開催、新任教員のための研修会の開催などを挙げることができる。

ＦＰ（ファイナン
シャル・プランニン
グ）技能検定

顧客の資産に応じた貯蓄・投資等のプランの立案・相談（ファイナン
シャル・プランニング）に必要な技能に関する試験。レベルは1～3級ま
であり、2級はビジネスでは必須と言われるレベルで、金融業界を中心
に企業ニーズも高く、昇格要件とされるケースもある。

enPiT-pro

文部科学省が実施する「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形
成（enPiT）」において、情報科学技術分野を中心とする体系的かつ高
度で短期の実践教育プログラムを、産業界・複数大学の協働により開
発・実施し、社会人学び直し機能の強化への貢献を目指す大学院改革の
取り組み。本学においては、情報セキュリティ大学院大学、東北大学な
どと共同し、社会人向けの教育プログラムを提供している。

enPiT-Basic

文部科学省が実施する「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形
成（enPiT）」の 「セキュリティ分野(enPiT-Security)」に参加してい
る。主に学部３年生を対象とする、演習科目を重視したコースとして、
幅広いセキュリティ分野の最新技術や知識を体験を通じて習得すること
ができる。
情報セキュリティに関する専門教育を実施している全国の連携校が
enPiT 提供科目としている専門科目を、遠隔講義によって受講すること
ができる。
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用　語 解 説

カ行

科学研究費補助金
人文・社会科学から自然科学まで、あらゆる分野における優れた独創
的・先駆的な研究を発展させることを目的とする国庫の研究助成費。
文部科学省、厚生労働省、日本学術振興会により審査・交付される。

カリキュラム・ポリ
シー

教育課程編成・実施方針。
ディプロマ・ポリシーで定めた学修内容を習得するためのカリキュラム
を体系的に示したもの。

カリキュラムマップ
履修系統図。
学生に身につけさせる知識・能力と授業科目との間の対応関係を示し、
体系的な履修を促す体系図。

クォーター制

１学年複数学期制の授業形態。1年間の課程を4つの学期に分けて行う。
少数の科目を集中的に履修することで、学習効果を高めることができ
る。また、海外大学の入学時期との調整が容易となり、留学生の派遣・
受入が行いやすくなる。

クロスアポイントメ
ント制度

大学法人、研究開発法人、民間企業等が機関間でクロスアポイントメン
トに係る協定書等を締結することにより、職員がそれぞれの機関で「常
勤職員」としての身分を有し、それぞれの機関の責任の下、必要な従事
比率（エフォート）で業務を行うもの。

先取り履修制度

本学大学院への進学を目指す学部生が、大学院授業科目を学部生のうち
に履修し、本学大学院に進学後、当該専攻が定めた上限単位数（最大で
10単位）の範囲内において、大学院の修了に必要な単位として認定する
制度。

COC+

文部科学省が実施する「地（知）の拠点大学による地方創生推進事
業」。大学が地方公共団体や企業等と協働して、学生にとって魅力ある
就職先の創出をするとともに、その地域が求める人材を養成するために
必要な教育カリキュラムの改革を断行する大学の取組を支援すること
で、地方創生の中心となる「ひと」の地方への集積を目的とする。本学
においては、長崎大学を中心に、『若者が輝く、若者で輝く長崎創生～
地方創生人材学士プログラム～』として実施している。

シーズ 大学がもつ「技術、ノウハウ、アイデア、人材、設備」などを指す。

「しまなび」プログ
ラム

島嶼県である長崎県の特性を活かし、また長崎県の公立大学として「し
ま」を第３のキャンパスとして位置づけ、学生を在学期間中（4年間）
に最低一度は「しま」を訪問させ、現地の生活や人との交わりの中で、
実践的な学習を体験させる本学独自のプログラム。

就業力
学生が卒業後自らの素質を向上させ、社会的・職業的自立を図るために
必要な能力。

情報処理技術者試験

情報処理技術者試験は、「情報処理の促進に関する法律」に基づき経済
産業省が、情報処理技術者としての「知識・技能」が一定以上の水準で
あることを認定している国家試験。
試験区分はレベル１（ITパスポート）、レベル２（基本情報技術者試
験、情報セキュリティマネジメント試験）、レベル３（応用情報技術者
試験）、レベル４として、情報処理安全確保支援士試験など14分野の試
験がある。

シラバス

各授業科目の詳細な授業計画。一般に、授業名、担当教員名、講義目
的、各回毎の授業内容、成績評価方法・基準、準備学習等についての具
体的な指示、教科書・参考文献、履修条件等が記されており、学生が各
授業科目の準備学習等をすすめるための基本となるもの。

サ行
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用　語 解 説

サ行

税理士試験

税理士となるのに必要な学識及びその応用能力を有するかどうかを判定
することを目的として行われる国家試験。会計学に属する科目（簿記論
及び財務諸表論）の2科目と税法に属する科目（所得税法、法人税法、
相続税法、消費税法又は酒税法、国税徴収法、住民税又は事業税、固定
資産税）のうち受験者の選択する3科目について行われ、１科目ずつの
受験が可能。合格基準は、各科目とも満点の60パーセントとなってい
る。

全経簿記能力検定
全国経理教育協会が実施する、簿記能力・経理能力に関する検定。上級
の合格者には、税理士試験受験資格が与えられる。

ソーシャルネット
ワーキングサービス
（SNS）

人と人とのつながりを促進・サポートする、「コミュニティ型の会員制
のサービス」。Facebook、LINE、Twitterなど、多数のサービスがあ
る。

タ行

中国語検定

日本中国語検定協会が実施する中国語能力の検定試験で、1級から準4級
までの6段階で試験が行われている。
2級の認定基準は、複文を含むやや高度の中国語の文章を読み、3級程度
の文章を書くことができ、日常的な話題での中国語による会話が行える
こと。
3級の認定基準は、中国語の一般的事項をマスターしていて、簡単な日
常会話ができ、基本的な文章を読み、書くことができること。

チューター制
在学生、教員等が学生に対して、学習、生活上の精神的サポートとし
て、支援、助言を個別的に行う制度。主に外国人留学生に対して個別の
課外授業を行うなど、留学生の学習、研究効果の向上を図る制度。

長期履修学生制度
職業を有しているなどの個人の事情に応じて、大学の定めるところによ
り、学生が大学の修業年限を超えた一定の期間にわたって計画的に教育
課程を履修し卒業することを認められる制度。平成１４年度から実施。

ディプロマ・ポリ
シー

学位授与方針。
卒業時に学生が獲得すべき能力や態度、知識などを示したもの。

 ＴＯＥＩＣ

英語によるコミュニケーション能力を幅広く評価する世界共通のテスト
で、10～990点までのスコアで評価をするもの。一般に、730点以上
で、どんな状況でも適切なコミュニケーションができる素地を備えてい
るとされる。

ナ行

長崎県立大学やるば
いプロジェクト

本学や地域の活性化につながる学生の自主的な活動を促すことを目的に
平成19年度に創設した学生支援制度。採択プロジェクトに対しては奨励
金を助成している。

ナンバリング
授業科目に適切な番号を付し分類することで、学修の段階や順序等を表
し、教育課程の体系性を明示する仕組み。

日経TEST

日本経済新聞社と日本経済研究センターが主催・運営する四肢択一の
マークシート式・全100問の試験。経済知力を構成する「知識」と「考
える力（知力）」の2つを総合した「ビジネスの基礎力」を客観的に測
り、 診断するテスト。最高得点1000点のスコアで評価するもの。
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用　語 解 説

ナ行

日商簿記検定

日本商工会議所が実施する簿記に関する技能検定。初級から１級の４段
階で試験が実施される。２級は経営管理に役立つ知識として、最も企業
に求められる資格の一つと言われている。１級は公認会計士、税理士な
どの国家資格への登竜門と言われ、合格すると税理士試験の受験資格が
得られる。

ニュース時事能力検
定

新聞やテレビのニュース報道を読み解き、活用する力（時事力）を養
い、認定する検定。五つの分野（政治、経済、暮らし、社会・環境、国
際）からバランスよく出題され、総合的な時事力を測る。1級から5級
(準２級含む)の6段階で試験が実施される。

ハ行

ハラスメント
様々な場面での嫌がらせ・いじめのこと。他者に対する発言・行動等が
本人の意図には関係なく、相手を不快にさせたり、尊厳を傷つけたり、
不利益を与えたり、脅威を与えること。

販売士検定

販売員としての素養やサービス向上を目的に日本商工会議所が実施する
検定試験。レベルは1～3級まであり、2級は売場の管理者クラスのレベ
ルで、店舗管理に不可欠な従業員の育成や指導、仕入や在庫の管理と
いった知識が必要。

ピアレビュー（学
生）

学生同士が相互に評価を行うこと。「しまなび」においては、グループ
ワークにおける貢献度等について点数化して相互評価を行い、成績評価
に反映させた。

ラ行

リサーチアシスタント
大学教員の研究補助者として雇用されるもので、雇用された大学院学生
の給与と授業料などの経費が支給される。学生の研究補助事業に対する
対価として支払われるもの。

ルーブリック
学習到達度を示す評価基準を観点と尺度からなる表として示したもの。
学習結果のパフォーマンスレベルの目安を数段階に分けて記述して、学
習の達成度を判断する基準を示す教育評価法。
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